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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、カルシウム誘導性イオンチャネル調節およびMAPキナーゼシグナル伝達経路の活性化に関与する細胞質タンパク質チロシンキナーゼをコードしています。コードされているタンパク質は、カルシウムフラックスを増加させる神経ペプチド活性化受容体または神経伝達物質と、神経活動を制御する下流シグナルとの間の重要なシグナル伝達媒介として機能する可能性があります。コードされているタンパク質は、細胞内カルシウム濃度の上昇、ニコチン性アセチルコリン受容体の活性化、膜脱分極、またはプロテインキナーゼCの活性化に応答して、迅速なチロシンリン酸化および活性化を受けます。このタンパク質は、CRK関連基質、ネフロシスチン、FAK関連GTPase調節因子、およびGRB2のSH2ドメインに結合することが示されている。コードされたタンパク質は、タンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーのメンバーですが、触媒活性において顕著な配列相同性がありません：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。機能：カルシウム誘導性イオンチャネル調節およびMAPキナーゼシグナル伝達経路の活性化に関与します。カルシウムフラックスを増加させる神経ペプチド活性化受容体または神経伝達物質と、神経活動を制御する下流シグナルとの間の重要なシグナル伝達中間体である可能性があります。Grb2のSH2ドメインと相互作用します。電位依存性カリウムチャネルタンパク質Kv1.2をリン酸化する可能性があります。その活性化は、c-Jun N末端キナーゼ活性の刺激と高い相関性があります。浸透圧ストレス依存性SNCA「Tyr-125」リン酸化に関与する。,PTM：細胞内カルシウム濃度を上昇させる様々な刺激やPKC活性化に反応して、チロシン残基がリン酸化される。ネフロシスチンが細胞マトリックス接着層にリクルートすることで、Tyr-402のリン酸化が開始される。単球では、基質への接着がチロシンリン酸化とキナーゼ活性化に必要である。アンジオテンシンII、タプシガルギン、L-α-リゾホスファチジン酸（LPA）も自己リン酸化を誘導し、キナーゼ活性を高める。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。 FAKサブファミリー。,類似性：1つのFERMドメインを含む。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：ネフロシスチンとの相互作用により、キナーゼの膜への会合が誘導される。,サブユニット：Crk関連基質（Cas）、PTPNS1、およびSH2D3Cと相互作用する（類似性による）。ネフロシスチン、ASAP2、OPHN1L、SKAP2、およびTGFB1I1と相互作用する。,組織特異性：脳に最も多く存在し、扁桃体と海馬に最も多く存在する。腎臓では低レベルである。脾臓とリンパ球にも発現する。,
	研究分野
	カルシウム、ケモカイン、ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害、白血球の内皮透過性遊走、GnRH、
	画像データ
	

	PYK2（リン酸化Tyr579）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PYK2（リン酸化Tyr579）抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化PYK2（Y579）ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

